
耐震診断結果の見方 

① 「耐震診断の方法」を確認し、「附表 耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

の評価」の中から同じ「耐震診断の方法」の欄を探します。 

② 「評価の結果」の数値が、附表のどの部分に当てはまるか確認します。 

③ あてはまる欄の上部に「安全性」のレベルが記載されています。 

④ 建築物によっては、結果の算出に使用した数値が異なっていたり、建物の場所によって評価方法が異なっていたりし

ます。その場合、備考欄に補足説明がありますので、ご確認ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の説明 

「IS」：構造体の耐震性能を表す指標（この値が大きいほど耐震性能が高い） 

「ISO」：IS値の判定基準となる目標値（一般的には 0.6） 

「ｑ」、「CT・SD（CTU・SD）」：構造体の粘り強さ、建物の平面・立面形状から求められる指標（この値が大きいほ

ど耐震性能が高い） 

「Z・G・U（Z・Rt・G・U）」:Z地域特性（地震活動度等）、G地盤特性（地形等）、Rt建物の震動特性、U建

物重要度等から目標値を補正するための指標（補正がない場合は 1.0） 

① ② 

③ 

④ 

同じ名称の「耐震診断の

方法」を探します。 

「評価の結果」の数値が、附表のど

の部分に当てはまるか確認します。 

この部分が「安全

性」のレベルです。 


